
人口 239，516人

校卒事 77，742君主祭

(63年 12月 1日現在)

広
々
と
し
た
建
中
毒
。
左
か
ら
校
長
官
、
震
内
連
続
岨
帯
、
お
僚
に
ア
ー
ル

金
総
中
学
校
の
マ
ン
モ
ス
化
を
解
消
す
る
た
め
、
日
向
砲
に
建
設
中
の
旭
陵
定
義
が
ま
も

な
く
由
設
し
、
間
同
月
一
日
間
開
校
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
組
後
患
子
校
は
、
臼
向
岡
山
口
地
の

一
番
ょ
に
あ
り
、
富
士
山
や
大
山
色
丹
沢
連
特
そ
し
て
市
内
全
体
が
…
望
で
き
る
、
す
ば
ら

し
い
撃
宵
環
境
に
恵
ま
れ
た
場
所
で
す
。
校
受
臼
均
ω
悼
の
人
々
や
旭
公
宇
品
恨
の
児
童
、
金
制
地
中

学
校
の
生
徒
e

職
員
か
ら
公
募
し
、
同
地
の
ふ
唱
称
と
広
大
な
丘
と
い
う
意
味
を
含
め
て
「
旭
陵
中

学
校
」
と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
四
月
か
同
士
一
ク
ラ
ス
、
四
百
三
十
人
の
生
徒
が
通
い
始
め

ま
す
。
ま
た
径
庭
が
狭
く
、
校
舎
が
省
い
た
め
、
地
二
月
か
ら
移
転
の
裏
望
が
あ
っ
た
吉
沢
小
学

校
も
、
移
転
場
所
が
決
ま
り
造
成
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
3

ポ
!
ツ
活
動
以
外
の
会
議
や
打
ち

合
わ
廿
年
守
に
利
掃
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。旭

設
忠
義
の
喜
章
、
用

抽
出
寅
収
、
造
成
工
事
、
校
奪
帯
建

築
費
ゴ
緑
化
選
業
を
含
め
、
約
一

十
一
日
憶
玄
百
万
内
で
す
。

金
畑
中
山
子
校
〆
は
、
こ
れ
ま
で
な
り
ま
し
た
。
間
開
設
す
る
総
後
中

二
回
に
わ
た
る
学
区
再
編
成
に
よ
学
校
は
、
十
二
ク
ラ
ス
四
百
三
十

り
、
山
抑
制
中
学
校
と
書
中
学
校
人
の
生
徒
で
金
総
事
校
は
一
一

死
分
離
し
て
き
ま
し
た
。
十
七
ク
ラ
ス
一
エ
九
十
人
の
学
校

し
か
し
、
そ
れ
で
も
旭
地
区
の
規
模
と
な
り
ま
す
。

人
口
増
は
著
し
く
、
羽
和
六
十
年
こ
の
給
巣
、
市
内
の
中
学
校
は

度
に
は
〈
選
出
坐
イ
校
の
一
生
徒
が
一
十
五
持
旨
な
り
ま
す
。
現
在
、
中

千
五
百
人
を
趨
「
え
ま
し
た
。
現
在
学
校
の
生
後
数
は
一
万
一
千
九
百

は
、
一
一
一
十
七
ク
ラ
ス
一
千
五
百
八
十
五
人
で
、
小
学
校
は
一
一
↓
八

十
人
の
生
徒
が
渇
っ
て
い
ま
す
。
校
、
二
万
三
さ
二
十
四
人
の
児
童

加
え
て
、
日
向
間
で
刊
行
わ
れ
て
い
が
遇
っ
て
い
ま
す
。

る
住
需
品
河
ノ
に
よ
り
、
生
徒
数
め
叩
護
学
箆
竣

増
加
が
さ
ら
に
見
込
ま
れ
て
い
ま

す

。

適

時

沃

域

は

、

旭

公

子

一

校

高

草

子

こ
の
た
め
、
臼
向
間
柄
内
に
中
区
域
と
一
同
じ
で
、
公
柄
、
臼
向
悶

学
校
後
新
設
し
、
金
培
中
学
校
の
と
板
坂
樹
、
出
咽
閥
、
同
一
内
、
徳
延

マ
ン
モ
ス
化
を
解
消
す
る
こ
と
に
の
一
部
で
す
。

抽
出
夜
忠
子
校
は
、
日
J

河
岡
山
一
一
]
た
。
ま
た
、
抽
授
に
は
な
い
ー
中
一
庭

自
の
敷
地
一
万
九
千
八
百
平
方
れ
を
設
け
、
生
徒
た
ち
の
ふ
れ
あ
い

に
、
一
千
階
建
て
の
校
舎
(
苦
情
聴
薮
の
場
を
つ
く
り
ま
し
た
。
史
庭
に

笠
日
、
特
別
申
奈
川
山
)
と
バ
レ
ー
コ
は
校
一
名
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
シ
ン
ボ

ー
ト
二
混
と
れ
る
庭
内
運
動
場
、
ル
マ
ー
ク
と
、
ゆ
っ
た
り
く
つ
ろ

二
百
れ
ト
ラ
ッ
ク
の
長
話
劇
場
が
三
げ
る
ベ
ン
チ
等
も
配
国
直
し
て
い
ま

月
末
に
完
減
し
ま
す
。
ま
た
、
こ
す
。

十
五
日
山
七
コ
2

ス
の
ブ
ー
ル
は
尚
昆
校
舎
の
…
一
階
と
三
階
に
は
、
教

ま
で
に
完
成
し
ま
す
。
育
環
境
キ
乍
品
く
し
よ
う

ε、
こ
れ

学
校
建
設
の
設
計
に
あ
た
っ
て
も
他
校
に
は
な
い
ベ
ラ
ン
ダ
を
設

は
、
施
設
検
i
d委
員
会
を
設
け
、
げ
、
完
安
ιち
の
ゆ
と
り
の
場
を

先
生
方
や
地
一
見
の
意
見
を
取
り
入
確
保
し
ま
し
た
。

れ
て
、
生
徒
に
使
い
易
い
よ
う
に
さ
ら
に
、
高
台
に
あ
る
こ
と
を

工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。
利
用
し
て
、
生
徒
た
ち
が
地
畑
町
や

屋
根
は
、
付
近
の
住
宅
と
の
課
地
形
の
学
習
が
で
き
る
よ
う
、
屋

和
を
図
る
た
め
、
小
・
中
学
校
で
土
に
展
望
台
を
設
期
慢
し
て
い
ま

は
珍
し
い
寄
せ
様
型
に
し
ま
し
す
。

緑
化
事
業
に
つ
い
て
も
、
臼
{
問

問
に
ふ
在
わ
し
い
学
校
に
な
る
よ

う
カ
を
注
い
で
い
ま
す
。
吉
沢
小
学
校
の
敷
地
面
積
は
ん
ハ

正
街
玄
関
付
近
に
は
、
シ
ン
ボ
壬
一
回
一
二
平
方

M
2市
内
で
最
も

ル
と
し
て
市
民
の
木
「
く
す
の
狭
く
、
校
舎
も
昭
和
ー
γ七
年
に
建

き
」
と
、
総
合
公
関
に
も
あ
る
て
ら
れ
た
木
義
舎
で
老
朽
化
し

「
メ
タ
セ
コ
イ
ヤ
」
の
木
を
植
樹
て
お
り
、
地
一
元
か
ら
移
転
の
姿
蜜

し
ま
す
。
ま
た
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
が
出
て
い
ま
し
た
。

校
舎
の
関
に
は
、
校
舎
か
挟
え
る
昨
年
、
地
元
の
み
な
さ
ん
の
議

よ
う
に
一
一
高
さ
十
行
の
け
や
き
の
木
か
い
ご
協
力
に
よ
り
用
抽
品
質
収
が

を
十
十
午
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
南
側
に
は
終
わ
り
、
移
転
す
る
こ
と
に
な
り

常
緑
結
、
モ
レ
て
、
高
台
の
た
め
ま
し
た
。
移
転
英
は
、
現
在
地
か

胤
に
強
い
、
し
ら
か
し
、
山
も
も
、
ら
北
北
認
に
二
百
五
十
日
入
っ
た

ま
て
ば
し
い
な
ど
、
環
境
を
よ
く
し
ム
吉
沢
五

O
四
番
地
笠
通
で
、

す
る
た
め
の
一
樹
撞
を
選
[
止
し
な
が
南
判
判
事
ザ
利
用
し
た
環
境
の
よ
い

ら
機
栽
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
生
徒
場
所
で
す
。
昨
年
十
一
月
か
ら
滋

た
ち
の
一
司
を
楽
し
ま
せ
よ
う
と
、
成
工
事
を
始
め
て
お
り
一
一
一
月
に
完

四
季
ゑ
宥
識
し
た
官
問
中
不
五
百
四
了
し
ま
す
。

十
一
一
本
と
低
木
六
千
九
百
]
本
を
極
校
舎
や
屋
内
議
動
場
、
ブ
ー
ル

裁
す
る
予
定
で
す
。
の
怨
設
は
、
夏
一
元
主
の
予
算

冶

こ
計
上
す
る
予
定
で
、
完
成
は
平

ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
伽
一
一
年
夏
ご
ろ
と
な
り
ま
す
。

は
期
間
的
立
欄
間
接
表
裏
金
あ
終
議

学
校
開
放
し
て
い
る
運
動
場
や
教
官
品
施
設
の
整
備
は
頑
謝
に
透

屋
内
運
薮
場
と
ロ
同
じ
よ
う
に
、
箆
ん
で
お
り
、
査
定
校
舎
の
鉄
筋
化

市
内
運
動
場
の
一
部
に
外
か
ら
直
接
も
残
す
と
こ
ろ
花
水
小
学
校
の
校

利
用
で
き
る
「
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
」
舎
一
様
と
な
り
ま
し
た
。
と
の
校

を
設
け
、
市
民
の
み
な
窓
ん
に
開
舎
も
平
成
…
苅
年
成
た
新
改
築
が
計

政

し

ま

す

。

頭

さ

れ

て

お

り

、

完

成

す

る

と

市

ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
は
、
談
室
主
、
内
の
全
小
中
学
校
の
校
舎
は
鉄
筋

ミ
!
テ
ィ
ン
グ
室
、
男
女
更
衣
化
さ
れ
、
教
背
施
設
は
一
層
充
実

室
、
慾
附
な
ど
が
設
資
さ
れ
、
ス
し
ま
す
。
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一
社
協
法
人
日
本
整
/
玄
ー
か
ら
全
閉
山

一
表
彰
さ
れ
、
十
二
月
十
二
日
間
学

一
鐙
で
表
彰
伝
達
叫
が
一
宮
れ
た
。

一
昭
和
二
一
十
九
年
、
一
人
の
国
側
生

一
が
道
路
の
ご
み
を
拾
い
始
め
た
こ

一
と
が
詩
情
帰
活
動
の
始
ま
り
で
、
以

一
来
毎
月
二

1
一
一
一
回
吋
先
生
と
鼠
生

一
が
協
力
し
湖
南
平
登
山
道
路
と
万

一
問
、
高
村
地
区
の
一
般
道
路
の
占
問

主

主

主

一

持

活

動

を

続

け

て

い

る

。

十
一
月
二
十
八
日
か
員
会
さ
れ
て
い
た
市
警
高
室
、
十
二
月
十
六
呂
審
議
案
え
に
蓄
を
得
た
の
て
そ
の
答
申
一
び
付
属
施
設
使
一
患
を
規
定
す
る
一
用
地
雪
、
か
な
が
わ
都
市
緑
化
了
言
語
せ
ん
者
で
あ
る
市
一

望
さ
れ
た
。
今
会
議
は
、
昭
和
六
十
二
年
度
の
決
算
の
認
定
を
は
じ
め
、
議
事
業
基
金
条
ど
お
り
改
定
を
す
る
た
め
、
喜
一
た
め
、
所
要
の
一
改
正
を
行
っ
た
も
一
平
塚
フ
ェ
ア
霊
長
一
是
非
の
一
長
が
晶
子
署
君
、
皆
さ
ん
に
お
一

例
の
制
定
や
特
別
磯
員
の
給
与
に
臆
す
る
条
例
等
の
一
部
改
正
な
ど
十
七
議
案
が
提
案
さ
れ
一
条
例
忽
所
要
の
改
立
を
行
っ
た
も
一
の
。
一
パ
ラ
顕
遺
留
経
費
等
を
計
上
し
一
祝
い
の
ニ
一
苔
棄
を
贈
っ
た
後
、
隠
生
一

た
。
護
の
襲
、
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
は
継
続
審
議
と
な
っ
た
が
、
そ
の
ほ
か
の
議
案
は
一
の
。
一
宿
泊
研
修
所
の
宿
泊
料
は
、
二
た
。
一
言
う
子
供
の
森
ま
で
の
清
掃
活
一

原

案

ど

お

り

可

決

さ

れ

号

室

内

容

は

次

の

ど

お

り

。

一

〔

鐙

巾

A

動
条
例
の
一
塁
二
般
が
一
泊
三
一
百
円
大
学
生
て
あ
結
果
、
一
般
会
計
は
主
動
の
君
加
わ
っ
た
。
一

一
現
在
整
備
を
進
め
て
い
る
総
合
一
が
一
千
円
、
高
校
生
が
七
夜
円
、
一
額
が
十
六
億
三
千
四
百
万
内
と
な
一
ま
た
、
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
も
一

議
事
幾
重
条
例
の
制
定
}
一
な
っ
た
場
事
に
お
い
て
、
一
般
一
以
降
襲
を
進
め
る
義
館
義
一
公
害
研
修
所
を

4年
度
か
ら
一
小
金
子
生
が
五
百
円
と
な
っ
て
一
り
、
既
定
予
算
さ
わ
せ
る
こ
「
ご
苦
労
さ
ま
」
「
頑
張
っ
て
一
・
期
間

1
5臼
(
火
)
}
一
給
食
係
(
内
警
三

競
事
業
特
別
会
計
言
語
一
会
計
へ
の
建
築
な
繰
り
出
し
が
一
霊
、
併
せ
て
人
語
審
議
一
暴
露
始
に
鍛
え
喜
善
一
い
る
。
な
お
、
研
修
所
の
オ
1
ブ
士
般
会
計
皇
自
五
十
思
億
九
千
五
な
ど
の
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
が
一
月
昔
豆
、
休
日
は
除
く
一

会
計
へ
の
護
金
の
繰
り
入
れ
一
図
れ
る
よ
う
霊
童
蓄
に
お
一
紡
力
量
繁
華
に
よ
り
費
一
襲
の
中
に
宿
泊
間
違
附
と
し
て
一
ン
は
西
宮
予
定
。
百
円
の
十
算
規
模
と
な
っ
た
。
一
か
け
ら
れ
て
い
た
。
一
込
間
百
午
前

9
?と

は
、
毎
年
一
一
一
十
億
円
未
満
と
し
て
一
げ
る
募
金
制
度
を
創
設
す
る
た
一
議
員
が
量
と
な
る
の
で
、
来
一
筆
謀
、
そ
の
宿
泊
使
用
料
及
一
一

i

l

l

l

一

一

塁

分

、

午

後

1
時
1
4時
(

土

一

新

規

米

穀

小

問

詰

軒

軒

目

一

明

新

た

に

議

室

長

豆

諸

的

建

当

町

村

一

議

3
?富

芳

開

け

を

補

正

一

進

a
F窟

が

議

口

一

同

室

長

動

功

一

濯

日

午

前

号

待

1
日
特
別
分
)
一
庖
を
募
集
す

一

一

一

一

一

本

♂

ー

一

労

者

の

表

彰

を

一

マ

穆

布

金

額

一

部

一

一

一

百

円

一

準

窮

乏

行

政

セ

ン

タ

ー

で

車

券

発

売

収

入

禁

増

加

し

、

収

一

{

養

護

喜

一

章

二

十

回

会

員

し

、

一

一

千

五

百

十

一

一

一

一

害

時

国

主

喜

一

毒

事

ご

工

費

で

は

一

一

一

一

行

会

開

表

彰

を

一

一

挙

布

署

員

長

一

は

、

霊

長

皇

室

募

集

奪

島

び

を

み

受

本

年

度

に

一

昭

和

五

十

六

年

以

来

八

年

濁

誠

一

人

と

し

た

も

の

。

一

の

警

に

停

一

議

室

更

年

一

月

か

員

催

さ

れ

る

警

博

覧

会

一

一

長

い

関

連

主

化

推

進

に

一

(

喜

一

二

三

)

一

す

る

Eに
な
っ
た
。

お
い
長
年
票
島
繰
り
越
一
九
置
い
て
き
た
一
職
員
塁
本
一
〔
銃
撃
の
撃
事
象
一

5
2込

ま

れ

る

憲

一

の

皇

室

内

ハ

ピ

リ

オ

ン

へ

の

一

締

害

者

更

生

施

設

語

学

恵

一

貢

献

し

た

方

自

室

孝

子

喜

一

マ

募

集

庖

数

特

定

小

室

3

し
を
章
、
一
一
一
十
億
百
上
一
般
一
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
新
平
塚
一
撃
の
一
重
義
一
大
神
第
撃
の
施
設
の
量
誠
一
治
漫
経
費
量
を
し
た
。
土
木
費
一
(
平
塚
市
万
窓
は
、
こ
包
章
一
る
昭
和
六
十
一
一
一
年
度
神
奈
川
県
美
一
マ
用
紙
の
第
一
活
生
冗
所
在
(
抽
選
)

会
計
へ
の
繰
り
入
れ
を
行
わ
な
け
一
市
総
合
計
額
百

O
T
プ
ラ
ン
一
昭
和
六
十
二
年
一
塁
霊
双
妻
、
人
件
費
の
ほ
か
、
当
恵
三
、
義
的
五
十
三
幹
線
な
ど
の
一
警
護
主
義
行
震
と
し
て
一
化
運
重
苦
労
者
表
彰
が
亘
書

1
5臼
(
火
)
5
2
一
言
震
格
①
氏
。
平
方
幻
以
上

れ
ば
な
ら
な
い
状
態
と
な
っ
て
き
一
守
護
ひ
ら
つ
か
」
の
喜
一
事
一
量
い
て
い
る
特
別
職
員
の
一
嬰
と
な
る
蓄
に
つ
い
て
重
一

j

i

l

l

-

i

l

一
署
員
、
不
塚
市
毒
事
一
ニ

5
2、

休

日

議

く

一

の

暴

あ

る

こ

と

②

喜

れ

あ

い

百

位

向

日

T
れ

一

日

間

以

A
M
M目
的

ド

一

話

都

民

一

L
M時
間

一

の

一

詩

許

制

民

基

一

史

探

が

多

発

を

/

一

昨

昨

日

許

諾

一

;

特

区

1
甘

口

一

官

官

日

時

計

己

主

げ

が

伸

び

悩

ん

だ

場

ム

『

あ

一

蓄

の

整

備

が

必

要

と

な

っ

た

一

議

員

報

酬

瞳

守

審

議

会

に

そ

の

改

一

言

、

考

人

憩

い

の

家

七

回

哲

一

一

代

表

杉

山

繁

一

曜

日

午

前

B
ヤ

話

器

)

一

あ

る

こ

と

案

書

の

申

慧

る

い

は

競

舎

に

寄

る

章

一

実

現

在

護

霊

て

い

る

一

定

に

つ

い

て

諮

問

を

し

て

い

た

一

用

地

取

得

票

水

量

で

は

一

火

の

元

に

十

分

注

意

し

て

ナ

言

言

葉

ク

ラ

ニ

マ

零

金

額

一

部

四

百

円

一

1
年
以
上
の
護
者
が
い
る
こ
と

警
護
設
備
の
蓄
が
必
警
一
市
民
震
整
備
霊
及
び
喜
一
が
、
悪
六
主
一
季
一
月
八
日
一
霊
童
の
決
定
に
よ
る
害
総
一
昭
和
ム
ハ
十
一
一
一
年
中
安
災
の
原
一
と
財
産
事
つ
の
み
な
ら
ず
、
他
一
代
表
片
倉
浅
子
一
マ
禁
場
所
建
設
蓄
契
約
一
寸
申
請
震
の
飽
布
高
官

室
、
ガ
ス
コ
ン
ロ
毒
装
い
丈
に
対
し
て
わ
大
き
な
被
害
を
与
・
束
中
療
い
ず
喜
一
係
(
内
線
四
一
一
一
八
)
一
芸

1
市
役
所
市
裏

不

注

意

に

よ

る

も

の

と

、

放

火

一

え

て

し

ま

う

。

一

代

表

大

葬

一

語

、

受

付

日

は

い

ず

れ

も

主

マ

申

請

紙

の

受

け

付

け

1
月

(
疑
い
を
含
む
)
に
よ
る
も
の
が
一
も
う
言
の
雪
量

E
1
i
i
i
j
J
E撃
す

る

。

一

智

(

金

)
1初
日
(
月
)
市

上

位

雲

め

て

い

る

。

豆

、

火

災

予

防

に

努

め

て

い

た

だ

一

一

顕

-

一

一

一

役

所

市

民

課

て

に

討

結

託

軒

一

訴

事

ど

互

の

憲

一

…

毅

録

前

…

一

日

ゴ

誌

は

一

軒

町

長

三

行

品
川
引
け
一
火
災
主
っ
た
ヶ
一

o持
持

説

桂

一

一

品

登

補

一

一

引

市

学

紳

襲

警

は

平

一

日

1巾
民
審
理
係
(
内
線
一
一

火

災

は

一

一

し

、

燃

え

や

す

い

物

立

近

く

に

一

一

喝

m

F

1

駒
~
一
成
元
年
市
民
・
二
年
度
の
学
校
給
食

一

蜜

か

な

い

』

一

一

「

い

i
j
!と
に

使

用

す

る

言

語

入

警

志
家
の
潤
開
閉
に
は
燃
え
や
す
い
物
一
平
成
元
年
苧
二
年
度
の
物
品
一
を
受
け
付
け
る
。

一
を
壌
か
な
い
。
一
関
係
と
建
設
工
事
療
係
の
入
札
参
一
マ
申
誘
用
紙
安
存

1
問
訪
日

一
O
ご
み
は
決
め
ら
れ
た
臼
@
場
競
一
加
登
録
手
続
き
の
日
開
併
が
決
ま
っ
一
(
火
)
i
m臼
(
金
)
の
午
前
9

一

に

出

す

一

た

。

入

札

参

加

を

希

妻

d
れ
る
業
一
時
i
午
後
4
時
日
制
分

一
O
留
守
に
す
る
と
き
は
隣
近
所
一
者
は
、
忘
れ
ず
に
致
録
の
手
続
き
一
ヤ
申
請
用
紙
の
受
け
付
け

1
月

一
に
声
を
掛
け
る
一
を
し
て
い
だ
た
き
た
い
。
一
初
日
(
月
)
，
、
ι
2
月
3
臼
(
金
)

一

史

書

慈

善

雲

く

需

〔

物

議

径

百

午

後

1
持

1
4詰
分

一
す
る
続
期
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
一
寸
対
象
市
と
物
品
、
印
刷
、
ピ
了
場
所
学
務
課

一
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
取
り
扱
い
に
も
一
ル
滑
慢
な
ど
の
入
札
参
加
を
希
黛
一
な
お
、
納
入
業
者
は
鐙
定
業
者

一
十
分
ご
注
意
を
。
一
ず
る
業
者
(
設
民
病
続
も
含
む
)
一
選
定
委
員
会
で
渓
定
さ
れ
る
。

マ
用
紙
の
頒
布
マ
問
問
い
合
わ
せ
先
学
議
録
保
健

(2) 王手続王もま手骨肉守主58

..A... 
カイく糊

平
塚
の
自
然
や
ハ
イ
キ
ン
グ
マ
放
普
将
司
i
月
習
午
前

山
コ
ー
ス
を
紹
介
し
な
が
ら
、
平
日
時
必
分
1
刊
以
降
(
お
分
間
同
)

僻

塚

八

章

名

震

を

訪

ね

る

。

謀

議

T
V
K
(テ
レ
ビ

憶
そ
乙
に
は
、
替
な
が
ら
の
た
た
神
奈
川

'
U
H
F
)

W

み
い
わ
し
の
製
造
や
七
転
八
起
な
お
、
放
校
し
た
ビ
デ
オ
は

糠
の
縁
起
物
と
し
て
喜
ば
れ
て
い
図
喬
銭
視
聴
覚
ヲ
イ
ブ
ラ
リ
ー

融
る
罪
だ
る
ま
の
重
り
な
で
貸
し
出
す
。

汎
ど
、
並
間
設
見
ら
れ
な
い
場
面
が
⑧
一
グ
ル
メ
の
先
制
加
緩
儀
輯
援
に

朝

登

場

言

。

六

十

一

ニ

年

度

神

奈

川

燥

広

報

L

ま
た
べ
替
は
、
甲
斐
、
綾
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
平
塚
市
で
綴

関
湾
、
佐
豆
、
格
模
、
安
房
、
上
作
し
た
「
グ
ル
メ
の
一
元
祖
村

祐
総
、
議
が
一
環
で
き
た
と
伝
義
き
が
最
優
秀
善
意

鰐
え
ら
れ
る
七
沼
恒
怖
か
ら
の
美
し
れ
た
。
図
書
館
視
聴
覚
ヲ
イ
ブ

い
景
観
な
ど
、
愛
か
な
平
塚
の
ラ
リ
ー
に
あ
る
の
で
、
ぜ
ひ
一

自
然
を
克
て
い
た
だ
き
た
い
。
度
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

τ
H
v
v
h
 

護

ん

で

哀

悼

の

慈

を

表

し

ま

す

新
天
皇
石
川
即
位
さ
れ
、
元
号
が
昭
和
か
ら
平
成
に
変
わ
り
、

一
月
八
日
か
A
4
馳
行
さ
れ
ま
し
た
。
市
か
ら
出
す
文
書
の
元
号

は
、
当
分
の
間
一
部
訂
正
さ
れ
ま
す
が
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

出
初
式
で
披
露
す
る
滋
衛
消
紡
稼

みの方。年齢は昭和41年 4月 2日以降に生ま

れた方。

@申し込み 1月 17臼から 1)こ124日までの間

に、申込書と受験票を、市職員課へ直接本人

が持重きする。

く〉看護婦

-資格助産婦、看護婦の資格のある方及び資

格取得見込みの方。年齢は、 1月17日現在王41
歳未満の;方。

①申し込み 市販の履歴書に記入し、市氏病院

庶務課(電話32-0015) へ持害する。受付は

詰査官寺行二う。

かよし
く〉ヂマはばたけ子どもたち

d、。中特殊学級作品展

。翼謂 混 2}司2S嗣-2J寺7笥出

午前10時~…引車 6時

。 会 場 市民プラザ

〈
〉
一
般
法
様
相
談

2
月
四
日
(
水
)
、
1
月回日(水)、

2
月
1
日(水)、

2
月
8
臼
(
水
)

予
約
制
(
電
話
で
も
可
)
、
日
時
t
M時

〈
〉
一
雲
仙
、
品
同
時
叫
潤
豪
相
談

2
丹
羽
田
(
金
)
、
日
時
3
四時

。
一
般
市
民
相
談
毎
日
(
た
だ
し
、
土
曜
は
日
時
ま
で
、
日

瞳
事
祝
日
は
除
く
)

〈
〉
消
輯
生
忘
相
談

1
月
間
日
(
金
)
、
訂
日
へ
金
)
、
2
月
3
日
(
金
)

日
時
1
日時

。
定
明
年
金
縁
談

2
月
9
日
へ
木
)
、
刊
時
1
日時

。
発
幌
帯
軍
特
許
堀
談

2
月
6
日
(
月
)
、
四
時
3
日時

。
下
持
軍
部
輔
談

Z
R
四
日
(
木
)
、
日
時
四
分
1
話時

。
住
宅
相
談

1
月
口
白
(
火
)
、
日
時
4
日時

を
務
少
年
拙
相
談
塗
(
市
民
セ
ン
タ
ー

)
M
j七
一
一
一
一
一

汚

1
金
曜
日
9
時
3
四
時
土
曜
日
は
日
時
ま
で

G
溜
み
ご
と
は
H

ヤ
ン
ダ
テ
レ
ホ
ン
e

お

i
七
八
一
一
一

O

R
i土
曜
日
9
時
1
日
時
担
分

議

社

会

輪

組

問

ω
i一一一一一一一一一一一

。
心
怒
」
と
椙
畿
輩
渇
月
曜
日
、
日
時
3
日時

O
ポ
一
う
う
ラ
ラ
一
ン
テ
イ
ア
棉
談
揮
週
月
j

，，

土曜日は刊詔斗時中まザ涼瓜で

。
一
結
婚
棉
畿
毎
週
日
曜
日
、
四
時
5
日時

(第
3
日
曜
日
を
除
く
)

。
母
一
千
相
談
毎
週
月
1
金
曜
日
、

9
時
1
時時

。
家
露
光
盤
相
談
毎
週
月
よ
且
曜
日
、

9
時
1
話時

。
高
齢
議
轍
講
義
普
通
月
、
金
曜
日
、

9
時
担
分
1
話時

土
噂
日
は
四
時
ま
で
(
第
2
、
第
4

土
曜
臼
を
除
く
)

。
捕
人
輔
談
揮
関
口
第
3
木
曜
宮
、
日
時
，
、
，
日
時



第 450呈吾もつ台、

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
で
次
の
よ

う
な
方
は
、
確
{
疋
申
告
を
す
る
こ

と
に
よ
り
、
す
で
に
源
泉
徴
収
さ

れ
た
」
附
得
税
が
還
付
さ
れ
る
こ
と

が
あ
る
。

マ
年
の
中
途
で
退
職
し
、
そ
の
後

就
綴
し
な
か
っ
た
方

マ
十
万
円
を
趨
「
え
る
箆
療
費
を
支

払
っ
た
方

マ
災
害
な
ど
玄
携
害
を
受
け
た
方

マ
住
宅
を
取
得
レ
た
方

平成まもまれ持守 58く3)

や
、
無
償
や
安
い
対
価
で
六
十
万
一
て
の
要
存
が
る
る
土
地
に
限
り
、
問
い
合
わ
せ
は
、
資
産
税
課
土
一
の
確
定
申
告
を
す
る
こ
と
が
必
要

国
リ
を
趨
支
る
経
済
的
利
益
を
受
け
一
届
け
出
の
翌
年
か
ら
非
拍
関
税
扱
い
一
地
係
(
内
線
二
八
八
)
へ
。

た

方

は

、

二

月

一

一

と

な

る

。

一
け
出
て
い
た
だ
き
た
い
。

税
現
士
会
平
塚
支
部
で
は
、
税
一

四
主
に
よ
る
然
山
科
申
品
日
相
談
亭
品
開
一

く

一
{

還

付

申

告

栂

談

}

一

マ
期
間
同

2
月
自
呂
(
木
)
、
お
一

日
(
金
)
、

U
B
(月
)

一

・
時
間
午
前
9
時
間
出
分
5
1時一

日
山
分
、
午
後
1
持
1
3時
鈎
分
一

マ
会
場
市
ノ
港
附
市
民
ホ
ー
ル
一

忠

之

百

相

談

}

一

門

v
期
間

2
月
回
日
(
木
)
、
口
一

日
(
金
)
、
初
日
(
月
)
、
幻
良
一

(

火

)

一

喝
一
昨
時
間
午
前
9
時
ぬ
分
1
立
時
一

鉛
分
、
午
後
1
持
1
3時
ぬ
分

マ
会
場
市
役
所
市
民
ホ
ー
ル

マ
対
象
金
田
脅
し
ら
一
さ
ぎ
e

南
涼
・
吉
沢
・
大
神
保
脊
盤

マ
結
出
来
①
地
崎
町
田
棋
の
維
持
管
理

先
臼
行
わ
れ
た
定
両
樹
監
査
に
に
つ
い
て
守
:
良
好
に
行
わ
れ
て

つ
い
て
監
査
委
員
石
田
山
成
弘
い
た
⑦
物
品
(
備
口
問
)
の
出

氏
、
小
金
満
司
氏
、
車
晃
民
や
審
に
つ
い
て
:
良
好
に

か
ら
墾
百
が
あ
っ
た
。
行
わ
れ
て
い
た
。

門
監
変
公
表
第
げ
号
}

盟体の職員募集

く〉生きがい毒事業団磯重量・…・.....… 1名

ー資格①学校教育法による大学以土の課程

(短期大:学を除く)を、 63年 3月以降に卒業

した方及び平成光年 3尽に卒業する見込みの

方で、昭和39年 4月 2日以降に生まれた男子。

②普通自動車運転免許を保有する方。

。役会福祉協議会職員・・.............2名

・資格①大学以上の課程{趨大時く)を63年

3月以陣卒業した方及び平成元年 3月に卒業

する見込みの方で、昭和四年 4月 28以障に

生まれた男子。

o申し込み市販の履緩警に必要事項を記入

し、写真をはって市役所職員諜へ本人が直接

持参する。受付販問 1 月 17日~1 丹 24 日

嘱託主義の募集
く河室主:11:史家務理襲託重量 .......・・ 吻 4名

国民龍鹿保険税及びi富良年金構憤料の撤収事

務で、平成元年4 日に55撞ιιと60歳未満の

韓鹿な男子。

。重量務理署苦王星電 ・ … e・e ・名

魚市場の駐車場整理や事務の補助。勤諮時間

午前 5 時~12時で、平βUt年 4 丹 1 日に55歳以
上60議未満の健鹿な男子で、普通免許のある

方。

。社会議詩止場警鐘重量嘱託重量 命..事......1名

白寿荘における管理・指導業務。車成元年4
月 1臼に35麗未満の女性。

。霊嚢務総霊童磯蕊E璽 い勿 日・… l名

脅少革課における電話相談業務等。平成元年

4月 1自に45輯未満0)女性。

申申し込み市販の履歴書に必要事項を記入

し、 1月17日から 1月24臼までに、市職員課へ。

と き 1 Jil26毘{本}午華料草寺30分-1鴻 3苦手?

ところ市渓センター

E重器入の主主聾}敬称略

・ボランティアでふれあいの輪を楠井宏子(御殿)

事ごみ減量化に思う 梶山富喜子(山下)

・掃人の自立に患うとと 鴫揮智恵子(松風町)

・偶人の体験をみんなの財産に 推野強世子(御殿)

・子育ての中から掃人の自立を 構 }II 桃子(河内)

・女性の社会事加を支える行政の役叡ノト津祐子〔高村〕

{書呂念講膏演]

テーマ泣いて笑って頑張って

語審綴エッセイスト 海老名香茸王子氏

E童書 1豊富1式典 10時30分 ~

{鱗 2費約記念講演 時四分 ~

喜善務チャッタ eウィルソン

テーマへルシーライフ
(己れからの泣の中者生きていくために)

担当 市民吉区青少年課育成係(内線506)



(4) 

計|ー殺行政職 j技能労務駿!

5昔5人

3A% 

571人

1，001人

犯人

平成光王手守舟守 5Eヨ

車工谷向憲主主事場.........."・ H ・....・ H ・-… e・e・，，80枚

午前8時~午後四時まで入出場できる。

日纏呂、祝白、七夕期間中は利用できない。

議事荷重主主草場 …・"，・H ・.....・M ・.....・H ・.........紛争究

24時間利用できる。臼曜日、祝日は利用できない。

・3問F時期罪事 4月 1尽から平成2年 3月31日まで

・定期料金 1か月 10，000円

・申し込みと用紙の俊平首 1月21日から31臼まで駐車

場と市民相談室、スカイプラザで配布。 2f'J 1 から

7日まで荷駐車場で受付。

問い合わせ市開発公社電話21-5781

ねま手渡一般会計歳出予算

( 9月末日現在)

①表 1、表 2については、全国的に比較しやすい普通

会計(一般会計と都市改造事業会計)によっている。

② 表 呂 、表 7については、見治省が実施した給与実態

語竜王をの資料によるー殺行絞殺に技能労務織を加えた。

③表 8については、全会計(全総員)ベ ス。
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巨

穴

宮

号

市

箇

軽

市

電

ガ

特

都

合

56億4，965万再

54盤念455方向

4方向

4万円

19寝室伝930万円

18寝室2，381万円

億4.452万円

4事態2406万骨

3憶さゑ句 60万円

1億怒.OC口方向

@申し込み入場希護者は、 1月31日までに

往復はがきに住所、氏名、職業、霊童話番号

を記入して「宇254平理市見附箆J1S---1 市

民センター内カルチャ一事業運営委員会 j

へ串レ込みを。

問い合わせ 市民センタ一室童話32-2235

( 9 

計別 予算額構成比

言十 5381'輩出00フ古河 45，9% 

計 5721:輩4799万F弓 48.7%

事業 318億 6599方向 27.1% 

健康保険事業 84億 7258万円 7.2% 

改造事業 7億 7870万円 0.7% 

道事業 90億 9399方向 7.7% 
議出センター 5500万円 0.0% 

災害共済事業 6730万円 0.1% 土 木

物地方卸売市場事業 2860万向 。0% 教育 費

公園用地取樽事業 :好意1762万 pj 0.3% 長 会主 契

保健医接事業 65.億6821万円 5.6% 衛生幾

重龍 鋭機提唱万汚 5.4%
総務後

針 脅量9639万F弔問。%
公〈鍵質

主十二士な沼町百六二 世 鎗支出金
7阜市る千 二十般市対:;

百司会主主。六合十八会債記 l 鴻助費
五 言十一 否冒す 万軒_4署警
十鷺笠人 五す福田iJ¥借央 制措糊

別-J-.当 …L る二〈二三入 J
明言さ土た 六と z 否金 f止ま 箆ヱ費

主計万り 万 六 矢野一ιて Y 議会費
なは八に 円百自制緩の人
りート千す の二八みさ滋 A 労働費
、 乏 六 る 赤十そ吉 子千在放

合万百己主 優九八が 四 議 心 j 予備費
わ包八 ど億万 三至宝は

期懸 2寺1613(氷)~21B (火)

会議ひらつか市民プラザ

内容〕①写真展(訪中市民の撮影した写真、大宮型

車旅行社の写真)②物産の展示~p売{望書籍、醤爾、

具、雑貨等)③ビデオコーナー等

講演会
日時 2 月四日(日)午後 2時~3 時30分

場所市民センター会議室

槙是軍 魯迅と日本

講都文芸評論家尾崎秀 樹 氏
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一般会針

特別会針

競輪事

出民健

都市改
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総合公
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合
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J
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で
、
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た
結
果
、
九
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日
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止
の
む
の
他
び
と
な
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作
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も

官
て
二
十
六
万
二
一
千
一
八
白
山
十

ロJ
レ
ザ
〉
ふ
つ
》
」
。

γ
?
と
f
1
7

4，500Fヰ

10，OOOPl 

機種E機員数と構成比

5，7∞向

]0，10百円

[内務〕

パラ、力ーネーション、洋ラン、フリ ジア、シ

クラメン、スイトピ等の展示と卸売

市内で生産された花の展示ζ 即売会の幣催

。溺箆 1 fl27 El (重量)-怨沼(日)

。会場長~奇濠デパート{議事場

一般会計建設入予算内訳(9月末日現在)

市 税 337億4184万円 62.7%

諮収入 69億 0459万 円 12.8%

使用料・手数料 8億 8819万円 1.6% 

繰越 金 17億 9734万内 3.3%

そのイ 也 13億 8251万円 2.6% 

言十 447憶 14:17万円 83.0% 

国庫支出金 37億1924万円 6.9% 

県 支出金 16億 2628万円 3.0% 

市繍(借入金 26億 6501万 円 4.9% 

その他 11億 3100万河 2.2%

計 9H意4153万円 17.0% 

合 計 5381輩出口口万円 100% 

昭和63年度の金な築業(9月末日現在)

健康診査等保健事業 2億 1092万円

市民病院繋犠事業 10慾 1422万円

総合公闘整備事業 19億 5108万円

ひらつか天城山荘整備事業 4億 5425万 円

生活保護法に慕づく扶助費 15億 5400:百円

老人保健医療事業 65億 6821万 円

粗大ごみ処壊施設整備事業 9~ま9894万円

平塚釈北口公衆便所新改築事業 3526万円

老人懇いの家七国総改修事業 9204万円

新仲通りショッピングモール整備事業 2億 8532万円

中小企業金融対策経費 5億 2571万円

農業基毅整備事業 10億 5734万 円

漁港整備事業 11意3912万円

ニューメディア推進鈎f剥密費 6994万内

吉沢小学校建設事業 1億 9973万円

崇善小学校給食調理場建設事業 1鰭 5203万汚

旭陵中学校建設事業 15荘重7249万円

浜岳中学校校舎改f惨事業 1憶 加18万 円

仮称大神公民館新毅事業 7億 7552万円

美術館建設準備関部経費 6億 7260万内

プラネタリウム整備事業 1億 7600万円

幹綿道路整備 事業 3億 0493万円

都市計爾街路整備事業 6億 5394万円

道路改良事業 8億 8484万円

捕りょう整備事業 4億 3596万円

公共下水道整備事業 50鰭4000万円

都市下水路整備事業 10億 2336方向

排水路整情事業 31軍2069万円

北口駅前広場整備事業 1億 5030万円

コミュニテノセンタ 整{商事業 2億 2980万円

防災無線撃備事業 1億 2800万円

問 い 合 わ せ 市 農 産 課 営 農 指 導 係

く〉見附台体育皇宮(電話31-3出 7)

・開膨種爵 卓球、ハドミントン、パスケッ

ト 軟式接球(~~.1日朝、パνー(16時~)

.1月四日(丹)午瞳 1時~今二之官を 8時

2月13日(丹 N

• 2丹27日(丹ノ
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-対象青年20人〈申込和d>

党総義教室霊

自分の世潤する揚猷み茶わんを作る。

・日韓 2月四回〈土)、 3月 4B(土)、25日

{土)の全3日間
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1日 156

2 fJ 16日

2 Eヨ 16，1
3B ゴ

4 bJ 18B 

7日 21日

7日 21包

8 II 
9 fl 23白

9臼 23日

10臼 24日

14E'l 286 

14日 28B

女体重量学望書 f護主主主事，~霊霊を作ろう

~i蜜阜見盤を作り、星空白下で使ってみる0
> 0時 1月28日〈土) 15時~19時

a 会場科学教室、置上

p 材料費 200向

。申し込み 1月初日までに往掻はがきで

食事晃子霊堂議教室室

巣箱乍りを通して鳥の生態を考える。

・日韓 2月 5日〈日)巣箱イ乍りと文化セン

タ 公匡語の巣箱かけ、 19B 日)高麗L!JO)

巣箱かけと巣箱掃除

・対象 30人(小学 3年生以下は埠護者向作

でご書加を)抽選

。申し込み 1月羽田までに往慢はがきで

会体鯖器 毎週月曜日、 1月15E1・31呂、 2

月11自

治博物揺鵠 キ154浅間町 12-41 電 話33--5111

穏

~..__19ß 

3月 3臼(金) ~5 f3 

3月 116 (土) ~12臼(日)

3月 46 (土 ~5 臼(日)

3月 4日(土) ~5 f3 (臼)

3汚 4日 C:i二)へ， 5日(日)

3月 11臼(仁) ~12白(日)

3月 11臼(土) ~12日(日)

3月 4f3 (土) ~5 日)

3月 4日(七) ~5 日(日)

2月 4日(七) ----5 rヨ([1)

3月 11臼(土) ~12 f1 (日)

3月 11日{土) ~12 日(日)

3月 4日( 土)へ 5口(日)

2月 251弓(土) .~初日(日)

3月l1F3 (七二) '~12B (日〉

3，'''3 4臼(土) --5日(日)

3月 4日二)--5臼(白)

3丹 4臼(士)へ臼(日)

3月 11臼(土) ~12日(臼)

※田村ちびっ子広場

域島公民館

※鈎崎小学校

※金田公民館

ふじみ里子団地集会所

土屋小学校

※ミ壬正上主費宮

※松延小学校

金包小学校

※みずほ小学校

※万回良塚市営住宅
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相
貝
原
見
水
野
幡
宮
燦
丘
原
因
田
内
臨
場
開
口
北
崎
間

士

之

が

旭

須
松
富
花
大
八
問
問
中
松
南
費
神
横
域
金
山
地
問
金
土

会パウンドテニス教室霊

テニス自室内服であるパワンドテニスを拐

さ歩から学ぶ。

・日程 1 月 24a~3 月28日の毎週火瞳日

(1月31日、 3R21日は除く〉、全8厄1

・時間四時 ~21時

対襲青年20人く申込制〉

・教材費 500円

合サークルi蓄豊富あれこれ
私たちにできるサークル活動の魅力を探る。

日揮 2月16日(木) 19時~21時、 2 月四

日(之) 16時 ---19日(日) 16時の全 3日間

合16ミリ竣苓有議採伶投手軽喜善意喜会
16"，)暁写機の撞作技捕を習樽してもらうた

めむ講習舎を開く。

ー日韓 2月17日(金) ~18日 (土)

・時間 9 時~16時'30分
・会場 E望書舘 3階会議室

・対象市内在住、在勤、在学の方30人

・持書するもり テキスト代600円、筆記用

具、はさみ

・申込受付 2fl7悶(火) ~<先箸繍〉

・申込先 ll<I醤館揖時党ライブラリー

女こども時義務会

@1丹盟国 (S)叩時、同時 H密主ーノレ

「ゴンタとよばれた犬 42分

u理軽量覇会

。1Jil29自(回) 10時、 14時 3措 ホ ー ル

「待ち伏せJ 118分。2月四日{認) 10時、同時 3糟ホーノレ

「東西南北Oに佳・二宮尊暗む世界 72分
合開舘時関

・賞出室、書考室

火~日曜日 9時--16H寺50汁

金瞳日 9 ，寺~18時50分

.こども窟

キ
ャ
ン
プ
や
白
熱
繍
繁
な
ど
の
す
対
象

野
外
活
動
に
つ
い
て
学
ぶ
野
舛
活
学
(
茸
議
以
上
)

動
指
導
者
講
習
会
が
開
聞
か
れ
る
。
#
有
線
)

7
E穏
等

芸

名

場

賞

四

干

〔
繁
1
開
制
}
2
月
お
日
(
土
)
た
だ
し
、
ど
φ

午
後
3降
1
お
白
(
日
)
午
後
3
合
は
、
二
千
円
。

持
、
ゲ
ー
ム
。
応
急
加
世
田
陣
・
野
外
マ
申
込
期
闘
喝

炊

飯

な

ど

3

2

月

日

臼

(

水

)

〔
第
2
図
}
3
月
円
以
臼
(
土
)
申
し
込
み
は
、

午
後
3
時
1
U
日

(B)
午
後
3
て
、
び
わ
晋

時
、
天
体
鋭
部
・
自
展
観
察
な
ど

O
八
七
一
)

マ
会
場
び
わ
期
間
少
年
の
家
成
係



舗対象百日ぜぎの予防接種を受け

る必、要のない乳幼児。

第 1期 3か月以上 6捷未満の乳

幼児。 3週間から 8週間の問時で

3聞受ける。

第 2期第 1期の 3回目白接種目

から 1年以ヒヱ年 6か月ιwヨに 1

回受ける。

輯接語方法 子台民病院。共済病院の

みで年聞を通じて接種できる。接

種目は間持続にご相談を。

離料金無料

購保積証母子健鹿手帳を持参

〈ア〉

母韓盤センタ一

平塚市中泉34-17 電話34-0311

骨平場樺盤所

平理市鐙原町 6-21 電話32-0130

と産後の過ごし方・呼吸法

3月 4日午前 9時30分-11時30分

映画「母と子のきグな蔀ちゐん

の育てブ7
鶴会場保鰭センター

盟主治医の許可を揮てからご参加

を。最終日はお父さんもどうぞ。

輯 持 害 す る も の 母 子 健 麗 手 帳 、 筆

言己用異〈全日稽共通)、スラックス

( 6臼と270)、さらし、裁縫道具

(13日)、ヱフロン、三角巾、タオ

Jレ (20日〕

盤欝 2期 対 象 は 3か月以上 4議未

満の乳幼児。 3週間から 8週 間の

間隔で 3田空ける。

髄欝 2期第 1期Ql3問自の接種ぽ

から 1年以上 1年 6か月以内に l

回受ける。 5歳 6か月に連ヲる

まで受けられるが、 4麓までに終

了することが望ましい。

関開業医、病院で按撞できる。接種

日は医師とご相談を。

輔料金無料

職保障説、母子健鹿手帳を持参

覇空付午去灸 1時 -2時

盤会場保瞳センター

韓母子障康手帳本冊'別冊、筆書己fll

具、損ブラシを持妻

(3か fl!車]

・2月 1呂 田年四月 1臼-10日生

• 2月15日 63年四月 11日-20日生

• 2 H22呂田年10月21日-31日生

[l識 6か発児]

ー 2fl 7臼 62年 8月 1日-10自生

・2月14日 62年 8月 11日-20日生

・2月21日 62年 8月21日-31日生

[3嘩児3
2月 2日 60年 12月 1日-10臼生

・2f.:j16日 60年 12月11日-20日生

2月236 60年12月羽田 ~.31 臼生

摺続期(交鴎療 6か月までの方)

2月 6日午後 1時'30分-4時

妊掘出の体の変化と過ごし方・蛙

掃体会築

2月 13臼午桂 l時30分 -4時

輔対象乳幼児

闇相談呂 毎週水彊包

盟 時間午前 9時 30分~日時30分

調 会場保憧センター

盟内容体重制定、常費、病気、育

て方、予防接種むことなど

臨母子憧康子醒を持参

る
の
で
、
ご
了
承
を
。
場
神
か
し
器
(
都
市
ガ
ス
)
、
ピ
ア

品

川

、

ふ

心

不

用

量

韓

議

は

ノ

、

ェ

レ

ク

ト

ー

ン

、

ポ

ッ

ト

、

や

か

醐
鯛
斗
「
糾
地
域
づ
く
り
課
市
民
生
活
部
(
内
掠
ん
、
毒
冷
唖
房
用
エ
ア
コ
ン

ず

、

ふ

一

二

三

一

一

)

へ

。

。

競

っ

て

く

だ

さ

い

喜

一

ア

レ

7

6

l

i

d

o

輯
り
ま
す
机
、
整
埼
た
ん
す
、
ベ
ピ
、
電
一
気
オ
ル
ガ
ン
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
チ

皆
さ
ん
の
ご
協
力
で
、
問
い
合
わ
せ
ッ
ド
、
本
樹
、
応
接
セ
ツ
丸
、
持
続
庫
ェ
ア
、
掃
人
用
自
転
車
(
M
H
ょ
、
歩

が
増
え
て
い
る
。
問
い
合
わ
せ
の
と
き
(
ワ
ン
ド
ァ
、
ッ
ー
ド
ア
)
、
ラ
ジ
行
器

に
は
す
で
に
決
ま
っ
て
い
る
も
の
も
あ
オ
、
ふ
ろ
埜
付
き
ス
テ
ン
レ
ス
措
槽
、

働
寒
い
持
鶏
に
細
福
閣
の
感
設

に
よ
り
…
引
き
起
こ
さ
れ
る
肺

炎
の
原
闘
と
し
て
は
、
①
健

康
な
人
に
起
こ
る
も
の
②

風
邪
に
続
い
て
起
こ
る
も
の

③
気
管
支
炎
と
の
ん
携
に

よ
る
も
の
②
君
弱
し
た
入

に
起
こ
る
も
の
な
ど
に
分
け

ら
れ
る
。

島
一
量
的
な
出
世
設
は
、
寒
凸
U

を
伴
う
急
激
な
発
熱
、
せ

き
、
た
ん
、
腕
浦
、
呼
吸
凶

難
な
ど
で
あ
る
が
、
菌
の
積

類
に
よ
り
症
状
は
さ
ま
ざ
ま

で
、
胸
部

X
線
撮
影
や
血

液
・
た
ん
を
検
査
す
る
こ
と

に
よ
り
発
見
お
れ
る
。

ま
作
ハ
ミ
症
状
は
軽
い
も
の

の
、
四
年
の
開
阿
国
刑
で
流
行
す

る
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
肺
炎

や
、
エ
イ
ズ
患
者
に
見
ら
れ

る
カ
ジ
ニ
紡
炎
な
ど
、
細
菌

以
外
の
擦
問
出
に
よ
る
も
の
も

あ
る
。抗

生
剰
の
進
歩
し
た
現
在

で
も
、
乳
幼
児
@
老
人
で
は

高
い
死
亡
率
を
ニ
示
し
、
危
険

で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な

予
防
と
し
て
は
、
人
ご
み

に
出
な
い
、
抵
抗
力
を
つ
け
一

る
、
う
が
い
e

手
洗
い
を
必
ト

ず
行
う
、
マ
ス
ク
を
か
け
る

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

江戸喜幸代から潔f~!こ至るまで

綴潤 m2国 (*)~17 El (火)

会場予告渓プラザ

{内軍事]錦絵 6点、設写真32点、関子類(苔妻

鏡、大平記、保理費問書己、北東五代言己〕、ピデオ

コーナー、七夕まつり写真コンクール入賞作品、

観光風車を写主主コンクール入賞作品等

@ ミ ス 七 夕 に よ る ノ ベ ル テ ィ の 璽E市 158、訪日

問い合わせ市礎工課鯵おtイ係

lJ'i26Eヨ{ホ)-29Eヨ (8)

中央公民鍍

市民ギャラリーは務〉

主催平理市保一育会

き

ところ

と



教
育
委
員
会
て
は
、
公
民
館
館
内

外
の
清
掃
や
、
職
員
不
生
時
の
習
す

番
等
を
し
て
も
ら
う
管
理
人
を
募
集

す
る
。

マ
応
募
資
格
市
内
に
住
む
満
開
歳

以
下
心
婦
人
で
、
配
偶
者
と
住
み
込

み
可
能
な
方

マ
勤
務
場
附
(
静
祢
)
大
神
公
開
賠

V
予
当
月
額
一
一
万
七
手
百
円

マ
管
理
人
家

6
盛

(
2
掌
)
、
台

所
、
描
室

マ
人
間
凶
予
定

4
月
上
旬

マ
札
必
野
中
期
限

1
月
訂
臼
(
金
)

マ
面
接
日

1
月
白
日
(
火
)
午
後

1
持
e

担
金
教
官
課

応
募
さ
れ
る
万
は
、
市
臨
む
履
辰

害
(
茎
真
添
付
)
を
社
会
教
育
諒
社

会
教
育
部
(
内
線
五
二
回
)
へ
。

2
月
日
日
(
予
定
)
か
ら
、
平
塚

市
総
合
公
園
の
東
倒
嘩
蕗
に
あ
る
パ

ス
停
口
和
町
」
が
「
平
塚
球
場
(
離

技
場
前
ど
に
、
「
パ
J

ロ
ッ
ド
前
」

が
「
総
合
公
園
」
に
変
更
と
な
る
。

間
い
ふ
口
打
せ
は
、
高
工
課
工
業
怖

重曹450望号

冬
の
訪
れ
と
と

も
に
、
夜
空
の
塁

が
良
く
一
見
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。広

報
ひ
ら
つ
か
十
二
月
号

に
、
博
物
舘
に
あ
る
プ
ラ
ネ
タ

リ
ウ
ム
が
一
月
か
ら
防
月
上
旬

ま
で
休
演
し
、
新
し
い
投
影
機

に
交
援
す
る
と
い
う
力
事
が
掲

載
さ
れ
て
い
ま
し
た
υ

休
演
後
は
ど
ん
な
投
影
機

で
、
ど
の
よ
う
な
プ
ラ
ネ
タ
リ

ウ
ム
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
し
ょ
う
か
。

(
中
原
高
晩
翠
代
ざ
ん
)

、ャ
L

博
物
館
の
ブ
ラ

i
f
J

一
ネ
タ
リ
ウ
ム
投
影

機
は
、
昭
和
五
十
一
年
五
月
の

間
開
館
以
来
寸
二
年
を
経
過
し
、

老
朽
化
し
た
た
め
新
し
い
機
種

に
事
耕
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た。

(
内
綿
五
五
心
)
へ
。

は

た

ち

の

日

を

県
、
各
市
町
村
、
日
本
赤
寸
字
社

神
奈
川
県
支
部
、
神
奈
川
県
献
血
ポ

ラ
ン
テ
J

ア
協
議
会
で
は
、

1
月
9

臼
へ
月
)
か
ら
2
月
8
日
(
水
)
ま

で
の
2
か
月
間
、
新
し
/
¥
吠
人
と
な

っ
た
方
々
に
献
血
を
開
ぴ
掛
け
る

「
は
た
ち
む
献
血
一
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
実
施
し
て
い
る
。
ご
協
力
を
。

な
お
、
献
血
は
湘
南
亦
十
字
血
液

セ
ン
タ
ー
(
平
塚
市
豊
原
町

2

8
・
篭
諮
問
六
六
二
、
ま
た

は
掛
頭
献
血
コ
ナ
1

(

献
血
し
ょ

う
欄
参
照
)
へ
。

平
塚
点
訳
ヰ
ル
ト
字
奉
仕
尽
で
は
、

点
字
講
習
会
を
開
く
。

マ
臼
程

2
月
7
日
i
羽
目
の
毎
週

火
曜
日
・
A
A
Z
4

回

・
時
間
午
後
1
時
却
分
1
3時
却

〉4ノマ
会
場
福
祉
会
鯖

マ
申
込
期
限

1
月
回
目
(
木
)

マ
申
込
先
平
理
市
社
会
福
祈
協
議

金
(
電
話
抽
出
!
こ
一
」
一
言
一
)

結
楠
取
叡
所
・
持
動
タ
ン
ク
貯
蔵

所
以
外
む
危
険
物
施
読
で
、
危
険
物

の
作
業
を
し
て
い
る
方
(
要
危
険
物

る

ネタリウムは

さ
更
新
を
予
定
し
て
い
る
投
影

機
は
録
作
方
法
が
自
動
演
出
装

謹
と
な
り
、
さ
ら
に
効
果
音
や

映
像
効
菜
な
ど
一
を
よ

n議
め
、

取
扱
者
免
状
担
得
者
)
を
対
象
と

υ

た
危
険
物
取
技
者
探
安
議
習
会
が
聞

か
れ
る
。

門
V

講
習
日

2
丹
8
日
(
水
)
、

9

g
(木
)

マ
会
場
平
時
商
に
会
議
所

マ
定
員
一
条
二
百
一
一
一

γ
人

ヤ
申
し
込
み

・
日
時

2
月
1
H
(水
)
午
前
9

時
却
分
i
今
後
4
持

場
所
県
立
農
業
会
館
(
駅
南
口
)

マ
問
い
合
わ
せ
先
予
防
課
危
積
物

部
(
内
線
一
一
九
一
)

fr
塚
共
椅
病
焼
付
属
議
五
割
謹
主
税

で
は
、
准
議
議
主
を
尋
集
守
る
。

門
V

人
学
資
格
試
験
小
百
日
に
満
泊
歳

ま
で
の
女
子
で
寮
に
入
れ
る
方

マ
入
学
試
験

2
月
日
U

戸
太
)
第

l
次
、
げ
行
(
金
)
第
2
次

詳
し
く
は
、
同
准
震
議
長
(
電

話
認
一
九
瓦
O
内
綜
む
一
四
)
へ
。

市
で
は
、
昭
和
田
年
度
平
塚
市
公

共
下
水
道
排
水
設
備
技
術
者
試
験
を

実
施
す
る
。

マ
受
付
期
間

1
月
日

H
(火
)
1

幻
自
(
金
)

往
時
間
午
前

9
時

1
午
後

4
時

(
土
曜
日
は
午
前
9
時
1
日
時
)

マ
受
舟
場
所
下
水
道
総
務
課

マ
試
験
じ
れ

2
H川
H
H
(
火
)

詳
し
く
は
、
下
水
道
総
務
課
庶
務

係
(
内
綿
回
開
七
)
へ
。

あfたかい

(
敬
祢
略
)

マ
社
会
福
祉
義
金
へ
・
第
比
四
協

同
組
A
n
ま
つ
り
一
万
一
一
千
問
自

t

十
円
、
頼
朝
持
五
子
円
、
ラ
タ
ン

会
ふ
じ
・
あ
げ
び
会
一
万
七
自

十
円
、
リ
フ
ォ
ー
ム
か
た
つ
む
り

七
月
内
す
み
れ
会
一
一
一
千
円
、
同

人
会
二
千
円
、
つ
も
る
会
活
合

一
万
円
、
第
出
回
東
海
大
学
題
字
祭

文
化
祭
運
営
委
員
会
十
七
万
千

円
、
林
属
商
届
一
千
七
百
何
?
八

円
、
熊
択
武
河
七
千
円
、
吉
野
マ

サ
子
二
千
二
百
七
ト
丹
、
錦
町
公

開
山
愛
議
奈
…
万
二
十
四
民
一
一
一
ト
一
一

円
、
オ
ー
ル
日
産
車
合
同
嵩
子
会
事

諸
民
一
万
六
百
九
十
六
円
、
一
一
浦

政
美
九
百
五
円
、
え
く
ら
会
百

千
円
、
小
清
水
ツ
ヤ
子
一
一
千
円
、

鳥
海
顕
一
六
千
白
四
十
二
円
、
円

陪
交
通
従
業
員
一
同
一
一
万
一
一
一
千
九

百
四
十
円
、
明
神
せ
い
七
千
八
肖

円
、
半
塚
商
品
骨
家
協
会
十
+
万
一

千
円
、
花
水
地
区
南
部
長
寿
会
七

千
七
百
七

f
内
、
中
村
玩
五
郎
一

千
円
、
鈴
木
問
活
~
一
千
四
百
八
i

~'ilì空間からの投影も

す
べ
て
高
速
化
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
化
さ
れ
ま
す
。

筏
影
内
容
は
、
こ
れ
ま
で
地

球
上
か
ら
義
座
を
表
現
す
争
万

法
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
新
し
い
投
影
機
は
他
の
惑

星
や
宇
宙
空
間
か
ら
の
皇
の
動

き
を
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
年

周
運
動
が
高
速
化
さ
れ
、
過
去

未
来
へ
の
移
行
が
ス
ピ
ー
ド
ア

ッ
プ
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
詳
し
い
内
容
は
広
報

ひ
ら
つ
か
四
昌
寺
で
お
知
ら
せ

す
る
予
定
で
す
の
で
、
し
ば
ら

く
の
間
お
待
ち
い
た
だ
き
、
更

新
後
、
新
し
く
な
っ
た
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム
を
ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ

き
た
い
と
患
い
ま
す
。〈

博
物
抽
出
) 博物館のプラネタ リ ウ ム

五
円
、
鈴
木
楳
技
一
万
五
千
点
目

十
円
、
鈴
木
内
科
外
科
ぎ
院
一
一
千

J

口
十
二
円
、
神
奈
川
県
資
揖
回
収
商

業
協
同
組
合
平
塚
支
部
一
一
一
万
五
千

八
百
十
五
円
、
つ
く
し
看
語
掃
京
政

婦
紹
介
所
一
万
円
、
せ
せ
ら
ぎ
会

五
千
円
、
平
塚

Y
W
C
A

万

円
、
一
+
潤
雪
慌

L

万
円
、
一
滞
仁

町
子
六
千
五
百
七
十
七
月
、
ド
塚

市
ご
み
減
量
化
婦
人
の
会
問
千
一

百
四
十
円
、

ζ

野
初
ん
人
六
百
七
十

八
月
、
岩
田
の
り
子
一
一
万
円
、
一
品

本
医
院
一
一
一
手
九
尻
一
一
ト
六
円
、
措

本
正
時
二

f
五
百
円
、
吉
間
定
広
間

二
千
五
百
六
十
円
、
櫛
川
寿
康

千
五
百
円
、
高
本
努
十
万
円
、
川

鴫
昭
二
万
円
、
町
出
利
彦
一
万

千
五
百
九
円
、
グ
ル
ー
プ
，
ル

チ
ェ

f
万
円
、
市
川
-
万
一
千

二
百
九
十
円
、
本
門
仏
力
ぷ

t
行
き

八
万
円
、
北
金
日
北
久
保
長
寿
会

一
…
万
円
、
川
部
費
五
千
円
、
阿

部
精
子
五
千
円
、
立
で
し
こ
凸
民
生

蚕
員
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
一
万
一
一
(
子
一

自
L
i
七
円
、
持
川
庄
む
口
一
万
千

五
百
山
リ
、
草
木
敏
勝
一
刀
円
、
僧

部
剣
道
ソ
ハ
ポ
i
ツ
h
y
年
問
一
一
万
円

寸
五
円
、
近
藤
フ
ク
わ
千
一
百
十

円
、
保
健
セ
ン
タ
ー
六
千
百
十
九

円
、
オ
み
れ
会
十
万
円
、
問
玄
武

士
一
一
一
百
九
十
七
円
、
和
田
ム
メ
ιJ

五
万
円
、
杉
山
忠
治
一
万
円
、
コ

ー
プ
か
な
が
わ
問
崎
、
フ
ロ
y
ク
香
員

会
一
万
三
百
十
円
、
皇
神
棚
ノ
尊

智
郡
教
会
八
万
五
百
四
十
七
月
、

市
民
ホ
ル
柏
訣
室
窓
口
募
金
箱

一
万
九
千
七
前
九
zr
円
、
太
洋
中
学

校
文
化
祭
揺
祉
パ
サ
1
麗

万

一

-

子
一
百
八
十
二
円
、
嶋
本
義
高
百

万
円
、
匿
名

(
6件
〕
一
一
万
七
千
五

白
円

マ
社
合
議
祉
へ
・
磁
崎
輝
夫
二

f
円

V
恵
ま
れ
な
い
子
へ
・
宮
沢
孝

一
万
円
、
臨
崎
一
勉
一
千
円

マ
交
識
調
嶋
市
児
へ
・
小
林
レ
ン
タ
カ

五
万
一
千
四
百
五

f
五
円
、
日

産
車
体
ユ
機
部
型
治
具
設
計
課

万
七
一
日
九

f
六
月

ツ
金
ヘ
凡
主
沿
ぞ
A

ぺ

一
幕
活
必
?
?
議
噌
蕗

ポ

〆

桃

子

、

一

戸

賓

議

ス
/
給
〉
警

(
敬
称
略
」

マ
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金
へ
・
平
塚

ゴ
ル
フ
協
会
し
万
円
、
手
塚
社
交

ダ
ン
ス
協
会
丘
万
円
、
平
塚
ボ
ウ

リ
ン
グ
協
会
三
万
円
、
高
山
鹿
介

-
一
万
円
、
山
本
松
雄
一
万
円
、
中

心
街
イ
ベ
ン
ト
実
行
香
員
会
主
千

円
、
平
塚
市
剣
道
連
盟
四
十
万

円
、
今
井
敬
司
」
万
円
、
湘
南
信

用
組
合
三
万
円
、
龍
生
工
務
感

一
一
万
円
、
平
塚
市
射
殺
協
金
五
万

円
、
熊
山
武
雄
十
万
円
、
熊
山
幸

男
!
万
円
、
ラ
イ
フ
サ
ー
ビ
ス

一
一
一
万
円
、
湖
南
ひ
か
り
の
く
に

庁
丹
、
体
脊
疑
興
会
単
善
地
京
五

万
九
千
七
百
八
十
二
円
、
同
港
地
玄

五
万
円
、
問
松
原
地
区
五
万

円
、
同
富
士
見
地
区
十
八
万
一
千

五
目
円
、
向
花
本
地
区
じ
万
円
、

司
旭
地
占
民
七
万
エ
円
J

同
四
之

宮前中
τ片
山
八
万
一
一
手
1

円
、
同
真
土
地

区
十
二
万
円
九
問
八
樺
地
民

J

す

万
円
、
河
中
原
地
区
七
万
四
千
五

百
円
、
同
帯
同
路
地
区
二
一
万
八
千
一
一

百
円
、
同
畳
間
地
区
土
ニ
万
四
千

円
、
同
神
田
地
尿
ム
六
万
四
千

円
、
両
横
内
地
区
七
万
五
千
円
、

同
域
各
地
区
四
万
六
エ
一
一
自
六
十

五
円
、
問
問
崎
地
京
九
万
八
千
百

円
、
両
金
田
地
区
一
一
一
万
六
平
六
百

何
十
一
円
、
同
土
産
地
三
十
一
一
万

一
一
千
四
百
五
ト
八
円
、
同
吉
沢
陣
ぼ

四
万
四
千
八
百
五
十
七
円
、
向
金

白
地
区
十
八
万
六
千
じ
百
二
十

円
、
同
な
で
し
こ
地
辰
五
万
一
千

円
、
向
松
が
丘
地
三
十
一
万
円

く〉関室

1 n 20 [:J 
(金)10時~

EiB神工谷ノて

ルロード/26

日(木)13時~

15時 釈 南 口 /

28日(コU10B寺

~15時・ 3013 (月) 13時----15時・ 2月 6日 (tl) 10時

~15[!報工与ノレロード/8 日(水)10時~12時駅舟

汀 /9日(木) 10時時紅詩パールロード

。 ご 協 力 あ り が と う ご ざ い ま し た(12月)ー竜機ミ時一

東海大学、河口ーターアク平球江南高校、平塚

官学校、八覇権本錦、五領ヶ台高 校 、 平 塚 潤 技 術 高 校
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